
2023年3月4日

「学校図書館情報サービス論」と「学校図
書館サービス論」の授業内容の検討

岡田大輔、吉澤小百合、髙池宣彦、高畑悦子、坂本俊
(図書館学教育研究グループ)



1 学校司書のモデルカリキュラム
• 公表後6年が経過し、修了者も出つつある
• 延べ46大学・短大(通信課程1大学・“講習”の
形態1大学を含む)で開設
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• 司書科目・司書教諭科目との共通科目が多い
•「ねらいと内容」も一致している
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1.1 「学校図書館サービス論」
• 唯一と言ってよい独自科目
• 司書課程の特論科目として開講できるが、そう
すると、学校図書館のことを全く学んでいない
学生も受ける
→ さまざまな工夫が求められるが、授業の内
容や方法は十分に共有されていない
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1.2 「学校図書館情報サービス論」
• これも独自科目だが、司書科目の「情報サービ
ス論」と「情報サービス演習」に
1) 学校図書館における情報サービスの意義
5) 児童生徒及び教職員からの相談・質問への
対応

6) 情報サービスの提供による探究的な学習の
支援
の3項目(以下1)5)6))を追加すれば、この科目
を開設する必要はない
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← 元から教えられていたとは思えないが、学
校司書が学ぶべき重要な内容

• ただ、1)5)6)をどう加えて教えていくかはあま
り検討されていない
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2 目的
•「学校図書館サービス論」「学校図書館情報サー
ビス論」「情報サービス論/演習」の授業の内容
や方法を検討し、共有する
← 先行研究は多数あるが、授業の内容や方法
が十分に深められているとは考えられない
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3 方法
•「学校図書館サービス論」「学校図書館情報サー
ビス論」「情報サービス論/演習」の内容を調査
1. モデルカリキュラムを開設している大学・短
期大学の2022年度の該当科目のシラバス

2. 該当科目の教科書
が『ねらいと内容』に対応しているか確認

• 学校図書館で勤務経験がある授業担当者による
授業実践を検討
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4 結果
4.1 シラバスの調査
4.1.1 学校図書館サービス論
• 41校中40校が『ねらいと内容』と概ね合致
←「図書館サービス概論」を充てる大学がある

• 時間をかける内容は大学ごとに異なる
• 14校が授業1回以上使って「学校図書館情報
サービス論」の内容を取り上げる
← 「情報サービス論/演習」に入りきらない?
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4.1.2 学校図書館情報サービス論
• 8校中5校のみが1)5)6)がすべて含まれている
→
5) 児童生徒及び教職員からの相談・質問への
対応

6) 情報サービスの提供による探究的な学習
の支援
が教えにくい?
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4.1.3 情報サービス論/演習
•「学校図書館情報サービス論」を開講する大学
を除いた36大学を調査
→ 1)5)6)すべて含まれているのは12大学のみ

• 対応の方法もさまざま
– 6)に3コマかけ、学校図書館を深く扱う大学
– 1)を第13回・5)を第14回・6)を第15回
– 1)5)6)を1回で終わる大学

• 担当者の変更があったためか、2022年度では
1)と6)が削られる大学も
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4.1.4 シラバスの調査のまとめ
• もちろん、シラバスに書かれていれば済むわけ
ではない
← 学生が1)5)6)を理解できないといけない

• シラバスに書かれていても実際には行えていな
い大学もあるはず
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4.2 教科書の調査
•「学校図書館情報サービス論」の教科書はおそ
らく出版されていない
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4.2.1 教科書「学校図書館サービス論」
• 全ての教科書が『ねらいと内容』を満たす
• 著者のスタンスに注意
– 建前上は先生ということになっていますが、
勤務校では実質的に、図書委員会の指導も私
の仕事です(後藤p.119)

– ライトノベルや偏った読書傾向による本ばか
り好きに任せて読ませるのでなく(小川p.81)

– 閲覧した際に元に戻す指導を徹底させていく
ことに教育的意義が認められる(前田p.94)

13



4.2.2 情報サービス論/演習
• モデルカリキュラム公表後に発行された教科書
を調査

• もちろん、モデルカリキュラム非開講大学は
1)5)6)を教える必要はない
→ 教科書が非対応で構わない

• ただ、教科書が対応していれば、学校図書館を
専門としない教員でも1)5)6)を教えやすい
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• ミネルヴァ書房の「論」は1)5)6)の記述は多い
← 教職員への対応が弱いが

• それ以外に対応させようとした教科書はない
→ 担当教員が特に意識をしなければ1)5)6)は
漏れていく
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4.3 実践例の調査
4.3.1 A大学「学校図書館サービス論」
• 様々な視点で考えられるように
– 学生の意見や感想を次回に匿名で紹介
– 動画を含めた資料をクリティカルに紹介

•「司書・学校司書になるには」(第14回)

• 担当者は私立中学校の専任司書教諭の経験しか
なく、学校司書が授業にどう関わるか、踏み込
みすぎていないか見直しながら教えている
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4.3.2 B大学「学校図書館情報サービス論」

• 2020年から非常勤講師として担当

• 1、2年目は全てオンライン授業

→ 3年目からは対面授業

•「学校図書館情報サービス論」を読み替えない

大学。全受講生は司書資格課程を同時に受講

→ 「情報サービス論」「情報サービス演習」

「学校図書館情報サービス論」の3科目を受ける

• 100分間授業の主に前半は講義、後半は実習的
な内容で構成
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• 対応1) ： 第1回で主要部分を扱い、その後は授業内容

に応じて適宜思い出させる

• DVD視聴 ： 受講生は経験の中にある学校図書館を

ゴールとする傾向があるため、自身の経験にない図書館

を模擬体験することを目的としている

講義 ワーク（実習等）

回 100分授業の前半 100分授業の後半

1 学校図書館における情報サービスの意義

DVD視聴

（自分の経験にない

図書館を知る）
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回 100分授業の前半 100分授業の後半

２ 課題の設定
３ レファレンスプロセスの理解 問いの明確化支援

４ 情報サービスの理論と実際 情報の収集１

５ 学校図書館における情報サービスの種類 情報の収集２

６ 小学校における情報サービス 実験・観察

７ 中学校・高等学校における情報サービス 整理・分析・まとめ

８ 特別支援学校・教員への情報サービス 発信と評価

• 対応6)：第2回～8回探究的な学習を模して実習を行

う。授業担当者が学校司書の役割を担い、児童生徒

目線で必要な支援について考えさせる

• 対応5)：第6回～8回校種ごとに講義。教員への情

報サービスは臨機応変な対応の必要性等



• 第9回～第12回は講義→実践の形式をとる

• 第14回にレポートとして受講生ごとに具体的な校種

を選び、その校種における情報サービスについてま

とめてもらっている。（第15回フィードバック）
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回 100分授業の前半 100分授業の後半
９ 利用案内と利用指導 オリエンテーション案の作成

10 他機関との連携 公共図書館への依頼想定

11 百科事典の利用指導 百科事典利用授業案作成

12 レファレンスコレクションとパスファ
インダー

選書会議

13 著作権・読書相談 問いの明確化支援（再）

14
レポートフィードバック

実際に職場に就いてか

らの工夫と改善について
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• 対応1)はレポート執筆時には印象が薄れやすい→繰

り返し復習する必要性

• 対応5)について、特に校種別・学校環境別のサービスの違いが
最も印象に残ったと言う受講生が毎年多数いる

→ 校種別では特に中高図書館について情報の必要性

／現場での経験と国外の理論とを整理し、体系的に

教えられないか

• 学校図書館への就職方法は毎年質問を受け対応する
ものの、正規雇用が少ない実態を前に課題を感じる

課題と展望



5 結論
5.1 モデルカリキュラムの授業全体に

対して
• さまざまな授業で学校司書へ就職する方法を伝
えていく
← 受講生のモチベーションの維持のためにも

• 養成課程の質からまず高めていくことで、頑
張ってもなかなか図書館に就職できない状況を
少しでも変えていく
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5.2 「学校図書館サービス論」に関して
• 様々な考え方があると学生に伝え、議論できる
• 新入生オリエンテーションの方法など、実践的
な実習を入れる
← 学校図書館は1人職場
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5.3 「学校図書館情報サービス論」「情
報サービス論/演習」に関して

5.3.1 1)5)6)に関して何を教えればいいか
1) 「学習指導要領」「OECDのキー・コンピテン
シー」など、現代の学校図書館をとりまく環境
繰り返し伝え、学生が主体的に考えられるよ
うに
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5) 「教育指導への支援」的要素といった、公共
図書館とは異なる点を中心に
探究学習の授業の打ち合わせも

6) 大学生が「探究できる」にとどまらず、着任
した先での児童生徒が「探究できる」ようにな
るための支援方法
← 学校図書館職員は情報検索の指導・支援に
あまり自信がない [11]

• 授業1コマで1)5)6)をすべて教えるのは無理
→ 計3コマは必要
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5.3.2 「学校図書館情報サービス論」を独自に
立てるのがいいか意見が分かれる

•「学校図書館サービス論」で「学校図書館情報
サービス論」の内容を扱う大学が多い

• A大学の「情報サービス論」でも、「児童生徒
が「探究できる」ようになるための支援方法」
は教えることはできていない
→ 読み替えは難しい?

→「学校図書館情報サービス論」を開設すればよ
いが、教員や学生の負担は増える
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6 今後の当グループの課題
6.1 さまざまな情報を発信するととも

に、シラバスや教材を提案していく
•「学校経営と学校図書館」と「図書館基礎特論」
を同時開講する大学が見つかる
← 「学校図書館サービス論」だけ受ける学生
はいなくなる

→ 大学間の情報共有を進める
• 今後、具体的なシラバスや教材を作成し提案
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6.2 新司書課程に1)5)6)が入るように
• 司書課程とモデルカリキュラムが共存できるよ
うに

• 公共図書館の司書も1)5)6)を学んだ方が良い
と考える

• それには
– 1)5)6)が有用である
– 1)5)6)は十分教えられる
を示さないといけない
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6.3 モデルカリキュラムで不足してい
る部分を把握する

• 現職者はあまり受講しない
→ 学校司書やモデルカリキュラム受講経験者
へのインタビュー調査
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質疑応答用



ワーク冊子（成績評価60%）

⇒受講生提出「対人関係におけ
る心の疲れを取る技術：「学校
図書館情報サービス論受講生の
意識を基に」」



レポート評価（成績評価40%）

①提出期間と仕様が守られているか

②現在の学校教育に対する理解はあるか

③校種ごとの子供の発達やサービスの特徴に関する
理解はあるか

④具体的な情報サービスの内容が思い描けているか



1コマ目 2コマ目

学校図書館における情報サービスの意義 ［ワーク］DVD「図書館を生かす」

［ワーク］一冊の本を選ぶ ［ワーク］テーマの設定、情報検索の計画

レファレンスプロセスの理解・問いの明確化と
情報整理の支援

［ワーク］レファレンス（問いの明確化支援）チャレ
ンジ

情報サービスの理論と実際 ［ワーク］情報・資料の検索と収集1

学校図書館における情報サービスの種類 ［ワーク］情報・資料の検索と収集2

小学校における情報サービス ［ワーク］実験・観察

中学校・高等学校における情報サービス ［ワーク］情報・資料の活用、まとめ

特別支援学校・教員への情報サービス ［ワーク］発信と（学習者自身の）評価

利用案内と利用指導 ［ワーク］オリエンテーション案の作成

他機関との連携 ［ワーク］公共図書館への依頼を想定しよう

フィードバック・百科事典の利用指導 ［ワーク］ポプラディア利用授業案の作成

レファレンスコレクションとパスファインダー ［ワーク］限られた予算でどの本を購入するか

学校図書館が関わる著作権・読書相談 ［ワーク］レファレンス再チャレンジ

レポートフィードバック 実際に職場に就いてからの工夫と改善について

レ
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受講生アンケート結果（参考）

５件法（5そう思う／4ややそう思う／3どちらともいえない／
2ややそう思わない／1そう思わない）※受講生15／n=13 平均

(1)「学校図書館情報サービス論」を受講することで、他の司

書科目・司書教諭科目・学校司書科目では得られなかった
知識やスキルは得られましたか。

4.77

(2)この授業を受講することで「学校図書館における情報
サービスの意義」についての知識・スキルは深まりましたか。 4.62

(3)この授業を受講することで「児童生徒及び教職員からの

相談・質問への対応」についての知識・スキルは深まりまし
たか。

4.54

(4)この授業を受講することで「情報サービスの提供による探
究的な学習支援」についての知識・スキルは深まりましたか。 4.46



問いの明確化支援（１）

「問い」の種を探すこと＝自分自身を知ること
「なぜ？」「本当に？」「知りたい」
「？」で終わる文をつくってみよう



問いの明確化支援（２）

 本当に？（信憑性）
 なぜ？（因果）
 どんなで？（様態）
 他ではどうか？（比較）
 すべてそうなのか？（限

定）
 どういう意味？（定義）
 だれ？（主体）
 いかにして？（経緯・方

法）

これだけか？（一般化）
これについては？（特殊化）
いつ（から／まで）？（時間）
どこで？（空間）
どうすべきか？（当為）
これだったら？（具体化）



探究ワークの振り返り（１）

【全体】
•自分が知りたいことを明確化・文章化することが難しかった
•全体を通して自分の考えをつなげられるように質問される
ことが有難いと感じた
•テーマを決めた後で一度冷静になる時間が欲しい
•やり取りは大切だが引っ張られてしまうところもあるので塩
梅が難しい



探究ワークの振り返り（２）
【課題の設定】
•答えが出そうにない課題とすぐに答えが出そうな課題ばか
り思いつく
•分野が特定されていない課題設定の難しさを感じた
•コミュニケーションを取りながら導いていく必要性がある
•最初範囲が広すぎたが狭めたら調べやすくなった
•テーマ設定の際の相談は絶対に必要
•その先を見越したテーマ設定が必要だと感じた
【情報の収集】
•自分の調べる範囲がピンポイントであることは滅多にない
•必要な情報を取捨選択していくことが難しい
•どんな資料があると良いかも相談できると良い



探究ワークの振り返り（３）

【整理・分析】
•途中で軸がぶれてしまった。Googleフォーム投稿前に確認
してもらう時間が欲しいと感じた
•最初の課題設定から進めるうちに少しずつそれていってし
まうところが難しい
•質問調査では記述式の回答にするとまとめるのは大変だ
が幅広い意見が貰えてよい
•どんな角度から分析できるかということを確認したかった
•結果と結論の方向性が間違っていないか確認したかった
•まとめたり人に伝える中で情報の多さ少なさに気づかされ
ることがあった



学校図書館職員の自信

実際の質問項目 職員

①情報検索スキルに自信を持っている
（※以下5件法）

3.24

②パソコンスキルに自信を持っている 3.18

③情報検索について指導(支援)することに自信を
持っている

3.05

④生徒の読書に適した読書材の資料提供に自信を
持っている

3.50

⑤生徒の探究学習に適した学習材の資料提供に
自信を持っている

3.31

※2021年日本図書館情報
学会研究大会
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